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恒
星
自
営
の
量
見

（
ω
叶
計
量
口
。
歌
口
g
亀
。
。
8
＜
①
『
巴
）

一
六

教
　
　
授

山

本

一

清

　
　
　
　
　
　
剛

　
も
の
・
順
序
を
追
ふ
て
考
へ
て
見
る
5
、
此
の
宇
宙
に
存
在
す
る
多

く
の
天
罷
の
中
で
、
自
韓
を
し
て
み
る
こ
ε
が
最
初
に
知
れ
た
の
は
。

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
我
が
地
球
で
あ
っ
て
、
其
の
嚢
見
者
は
部
ち
コ
ペ

ル
ニ
ク
ス
（
O
。
℃
①
巨
2
。
。
）
だ
一
、
二
二
μ
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
尤
も
b
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
が
地
球
の
自
渇
し
て
み
る
こ
ε
を
知
っ
た
の
は
、
何
か
新
し
い
事

實
を
目
の
前
に
見
つ
け
た
の
電
は
蓮
ひ
、
遠
い
大
昔
し
か
ら
人
々
に
知

ら
れ
て
み
る
豊
里
の
交
代
す
る
事
實
を
読
か
ん
が
た
め
に
思
ひ
付
い
た

　
　
　
ヘ
　
へ

↓
つ
の
考
へ
で
は
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
が
、
ε
に
か
く
彼
れ
の
言
ひ
出

し
た
地
球
の
自
韓
一
こ
い
ふ
骨
壷
が
元
－
こ
な
っ
て
、
其
の
眞
疑
を
知
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
さ

が
た
め
に
多
く
の
人
々
を
醒
ま
し
、
叉
、
傳
統
的
の
學
者
た
ち
に
、
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
か
た

宙
に
曝
す
る
一
つ
の
新
し
い
見
方
を
教
へ
た
鮎
に
於
い
て
重
大
な
こ
ε

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
二

　
地
球
に
次
い
で
は
、
太
陽
ミ
木
星
ミ
の
自
韓
が
嚢
見
さ
れ
た
の
で
あ

る
が
、
之
れ
は
帥
ち
ガ
リ
レ
オ
が
望
遠
鏡
を
用
み
て
，
太
陽
や
木
星
の

表
面
を
観
察
し
、
見
ゆ
る
斑
黙
の
移
動
す
る
事
實
か
ら
、
か
う
し
た
天

塚
の
日
韓
し
て
み
る
こ
ε
を
知
り
、
又
、
之
れ
に
よ
つ
て
、
地
球
が
自

韓
し
て
み
る
事
の
例
識
を
得
た
ミ
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
ハ
イ
ダ
ン
ス
（
国
営
σ
q
Φ
霧
）
が
火
星
の
自
韓
を
獲
見
し
、
叉
、
カ

シ
ニ
（
旨
P
9
鋒
5
が
土
星
の
自
韓
を
獲
増
し
た
の
は
，
漸
次
、
望
遽

鏡
の
嚢
蓬
ε
相
待
っ
て
、
ガ
リ
レ
オ
（
O
琶
8
）
が
成
功
し
た
や
う
に
，

星
の
表
面
の
斑
黙
の
観
察
か
ら
得
た
結
果
で
あ
る
。

　
同
様
な
方
法
に
よ
っ
て
、
カ
ッ
シ
ニ
や
ビ
ア
ン
キ
（
切
写
。
δ
、
は
金
星

や
水
星
の
自
韓
を
認
め
た
ざ
傳
へ
ら
れ
て
る
る
。
し
か
し
此
の
二
つ
の

天
膣
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
観
察
上
の
困
難
が
あ
る
た
め
（
他
の
遊
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

な
雷
の
類
推
か
ら
も
、
當
然
、
水
金
爾
星
は
何
等
か
の
自
韓
蓮
動
を
や

っ
て
み
る
筈
で
は
あ
る
の
だ
が
）
今
日
に
至
る
，
、
〕
學
者
聞
の
所
説
は
紛

々
ミ
し
て
、
一
致
し
な
い
。
望
遠
鏡
に
よ
る
星
の
表
面
観
察
の
み
な
ら

す
、
今
は
進
歩
し
た
分
光
機
な
さ
が
此
の
二
つ
の
星
に
は
向
け
ら
れ
る

こ
一
こ
も
あ
る
の
で
あ
る
の
に
、
爾
、
其
の
自
韓
の
渥
速
の
程
度
さ
へ
、

疑
は
し
い
ε
い
ふ
こ
¶
こ
は
残
念
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
三

　
天
王
星
や
海
王
星
は
、
わ
が
地
球
か
ら
の
距
離
が
遠
い
た
め
、
大
望

遠
鏡
を
用
み
て
も
，
爾
、
其
の
表
面
の
斑
貼
を
熟
齢
す
る
こ
、
こ
が
出
來

す
，
從
っ
て
此
の
方
法
に
よ
っ
て
興
奮
を
知
る
こ
ε
は
今
日
不
可
能
で
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あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
。
籔
年
前
か
ホ
ー
ル
（
竃
・
類
邑
）
や
カ
ン
ペ
ル

（
】
ピ
。
｛
Q
9
目
℃
び
Φ
一
一
）
等
の
や
う
な
學
者
た
ち
が
、
星
の
光
度
の
週
期
的
攣
動

か
ら
、
此
の
二
曲
の
自
演
の
時
間
を
導
き
出
し
た
こ
ε
は
、
表
面
細
引

観
察
法
ミ
比
・
べ
て
、
今
一
い
き
物
足
り
な
い
感
が
無
い
で
も
無
い
が
、

噛
こ
に
か
く
、
一
つ
の
有
力
な
る
資
料
た
る
に
は
相
蓬
な
い
。

　
　
　
　
　
　
四

　
（
因
み
に
言
ふ
。
月
の
自
韓
を
想
見
し
た
の
は
誰
か
ε
い
ふ
問
題
は
、

　
　
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ぬ
　
へ

け
だ
し
む
つ
か
し
い
問
題
で
あ
ら
う
。
月
が
常
に
同
じ
牛
罐
の
み
を
我

が
地
球
に
向
け
て
み
る
ε
い
ふ
事
實
は
、
ト
レ
ミ
ー
（
環
。
一
Φ
日
団
）
や
ヒ
．
パ

ー
コ
ス
（
H
肖
一
唱
も
9
同
O
げ
口
ω
）
の
や
う
な
大
昔
し
の
天
文
家
牝
ち
が
知
っ
て
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ん
じ
ん

ば
か
り
で
な
く
、
思
ふ
に
、
此
れ
程
の
明
か
な
事
は
歴
史
以
前
の
原
人

弛
ち
も
知
っ
て
ゐ
尤
で
あ
ら
う
。
し
か
し
此
の
事
實
を
根
嫁
ε
し
て
、

月
が
自
選
し
て
み
る
ε
考
へ
出
し
た
の
は
決
し
て
古
い
時
代
で
は
な

い
。
お
よ
そ
月
が
自
議
し
て
み
る
ミ
吾
人
が
考
へ
る
の
は
、
地
球
の
場

合
ミ
同
機
に
、
多
少
の
理
論
的
推
論
の
結
果
で
あ
る
。
今
日
で
さ
へ
、
或

る
立
脚
地
か
ら
す
れ
ば
地
球
や
月
は
自
韓
し
て
み
な
い
ε
無
理
に
言
へ

な
い
事
も
無
い
ぐ
）
言
へ
や
う
。
ε
に
か
く
、
ニ
ウ
ト
ン
（
甥
霧
ぎ
）
の
力

學
に
よ
る
潮
汐
論
の
．
理
解
あ
る
者
の
み
が
、
月
の
自
韓
を
翠
玉
に
、
叉

精
密
に
考
へ
る
こ
ミ
か
出
來
る
の
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
　
　
五

　
今
日
の
惑
者
が
、
天
艦
の
自
韓
を
護
見
す
る
方
法
ミ
し
て
、
望
遠
鏡

に
よ
り
星
の
表
面
観
察
ε
同
じ
程
度
に
確
か
な
結
果
を
墾
・
け
得
る
の
は

分
光
機
に
よ
る
方
法
で
あ
る
。
例
へ
ば
，
太
陽
面
の
東
端
噌
こ
西
端
ε
か

ら
光
線
を
分
光
器
に
よ
っ
て
ス
ペ
ク
ト
ル
に
分
析
比
較
し
。
暗
線
の
移

動
に
よ
っ
て
，
太
陽
赤
道
の
爾
端
の
雪
線
遽
度
を
知
れ
ば
、
直
ち
に
其

の
自
韓
速
度
を
導
き
出
す
こ
ε
が
出
象
る
の
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
、

既
に
太
陽
に
慮
憂
き
れ
て
る
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
望
遠
鏡
の
観
測
者

た
ち
は
、
木
星
や
土
星
に
も
慮
用
し
て
、
立
派
な
成
績
を
墾
ぴ
て
る
る

の
み
な
ら
す
、
最
近
に
は
、
蓮
方
の
星
雲
な
さ
に
此
の
方
法
を
慮
用
し

て
、
光
輝
の
大
き
い
或
る
聖
歌
星
雲
や
遊
星
駄
星
雲
の
自
韓
が
見
事
に

嚢
見
さ
れ
た
例
が
少
な
く
無
い
Q

　
　
　
　
　
　
六

　
し
か
る
に
、
一
般
の
恒
星
に
つ
い
て
は
、
た
ε
ひ
其
れ
が
如
何
ほ
さ

光
り
の
張
い
星
で
あ
っ
て
も
，
今
日
ま
で
、
右
の
分
光
器
法
を
慮
耀
し

て
其
の
星
の
自
室
を
認
め
得
た
例
は
全
く
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も

直
接
に
観
察
は
出
來
な
く
ε
も
、
純
梓
な
理
論
的
考
察
か
ら
推
し
て
、

多
く
の
恒
星
は
自
韓
を
し
て
み
る
筈
だ
マ
」
は
考
へ
得
る
だ
け
の
論
糠
は

可
な
り
あ
る
の
で
あ
る
が
、
（
叉
、
亘
る
書
物
な
さ
に
は
、
分
光
器
に
よ

っ
て
恒
星
の
自
韓
を
認
め
る
こ
S
が
出
早
る
ε
し
て
、
其
の
原
理
が
説

明
し
て
あ
っ
牝
り
す
る
の
で
あ
る
け
れ
さ
、
）
黙
思
、
今
ま
で
之
れ
に
成

功
し
た
人
は
誰
も
無
か
っ
た
。

　
之
れ
は
無
理
も
無
い
こ
ε
で
、
恒
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
研
究
す
る
時

に
は
，
雲
際
上
、
幾
多
の
困
難
が
存
在
す
る
に
よ
る
の
で
あ
る
。
鳳
例

を
羨
け
れ
ば
、
恒
星
は
如
何
に
彊
大
な
望
逡
鏡
に
よ
っ
て
も
、
只
一
つ

一
七
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の
光
鮎
ミ
な
っ
て
レ
ン
ズ
の
三
品
に
像
を
結
ぶ
の
で
あ
る
が
、
此
の
一

計
に
集
ま
っ
た
光
り
の
中
に
は
、
實
は
其
の
星
の
繭
端
か
ら
來
た
光
り

も
，
中
央
部
か
ら
來
た
光
り
も
、
皆
混
合
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
た
め

に
、
之
れ
を
プ
リ
ズ
ム
で
分
析
し
て
現
は
れ
た
ス
ペ
ク
ト
ル
の
、
其
の

中
に
現
れ
る
暗
線
の
一
々
が
、
や
は
り
、
星
の
い
ろ
く
な
部
分
か
ら

干
た
光
り
の
集
ま
り
で
あ
る
。
理
論
上
か
ら
考
へ
て
見
る
S
、
若
し
星

が
自
轄
し
て
み
る
「
こ
す
れ
ば
、
此
の
ス
ペ
ク
ト
ル
中
の
暗
線
は
皆
自
韓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
じ

の
速
さ
に
慮
す
る
だ
け
の
幅
を
表
は
す
筈
で
あ
る
か
ら
、
此
の
幅
を
測

れ
ば
、
從
っ
て
、
自
轄
遽
度
が
畿
見
さ
れ
る
理
で
あ
る
の
に
、
實
は
ス

ペ
ク
ト
ル
線
の
幅
を
測
る
こ
ミ
が
非
常
に
困
難
な
の
で
あ
っ
て
、
下
局

今
日
ま
で
は
誰
も
成
功
し
な
か
つ
弛
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
七

　
ε
こ
ろ
が
、
最
近
に
至
っ
て
、
米
國
の
二
人
の
若
い
天
文
家
が
、
此

の
分
光
器
法
を
或
る
特
別
な
天
㎜
競
に
磨
越
し
、
見
事
に
星
の
自
韓
を
畿

噛
し
た
。
趨
れ
は
、
五
年
前
に
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
（
》
覧
》
璽
寓
8
プ
①
『
o
口
）
教
授

が
恒
星
の
直
径
を
測
定
し
た
事
ご
共
に
，
近
年
恒
星
観
測
上
の
エ
ボ
ツ

ク
を
作
る
も
の
ミ
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
人
の
二
者
，
こ
は
R
・
A
・
ロ
シ
ツ
タ
ー
（
カ
。
卜
。
殉
O
u
。
㎝
営
Φ
弓
）
氏
ご
D
・
B
・

マ
ク
ロ
ー
リ
ン
（
h
）
。
　
｝
W
■
　
フ
隣
P
O
一
P
訂
同
仁
口
）
氏
、
こ
で
あ
っ
て
、
共
に
書
窓
ア
ン
・

ア
ボ
ー
ア
（
》
⇔
P
》
H
プ
O
門
）
大
學
天
文
毫
の
人
々
で
あ
る
。
此
の
天
文
皇
に

は
ブ
ラ
シ
ー
ア
（
切
上
冨
3
會
三
論
の
三
十
七
吋
ロ
径
の
大
反
射
望
遠
鏡

が
あ
り
、
一
九
〇
九
年
に
据
付
け
て
以
來
、
專
ら
之
れ
は
天
農
の
分
光

一
入

研
究
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。
右
の
ロ
シ
ツ
タ
ー
氏
は
琴
座
の
べ
星
を
撰

び
，
又
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
氏
は
ア
ル
ゴ
ー
ル
星
学
撰
ん
で
、
共
に
ス
ペ

ク
ト
ル
の
観
測
撮
影
を
行
ふ
の
み
な
ら
す
、
数
年
來
此
の
天
文
皇
で
撮

影
さ
れ
た
此
等
の
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
爲
眞
板
を
材
料
ミ
し
て
、
硯
線
速

度
を
測
っ
た
の
で
あ
る
。

　
入
の
知
る
通
り
、
琴
の
べ
星
も
、
ア
ル
ゴ
ー
ル
（
≧
鵬
9
）
星
も
，
共
に

有
名
な
攣
光
星
で
あ
っ
て
、
其
の
三
光
す
る
原
因
は
、
噌
星
－
こ
輝
星
噛
こ

が
互
ひ
に
薬
篭
し
て
、
前
者
が
後
者
を
か
く
す
の
に
よ
る
ミ
さ
れ
て
み

る
。
重
く
相
蝕
す
る
星
の
泉
質
を
利
用
せ
ん
た
め
に
、
右
の
爾
氏
は
此

等
の
心
々
を
撰
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
爾
星
そ
れ
ぐ
の
、
三
星
が
輝
星
を
蝕
す
る
其
の
前
後
に
於

い
て
。
輝
星
の
東
端
又
は
西
端
の
み
か
ら
來
る
光
り
が
我
か
地
球
に
蓬

し
、
他
の
部
の
光
り
は
全
く
暗
星
に
か
く
さ
れ
て
る
る
瞬
間
の
ス
ペ
ク

ト
ル
を
得
て
、
其
の
光
源
の
覗
線
遽
度
を
測
っ
た
マ
」
こ
ろ
が
、
二
蕊
に

果
し
て
、
爾
氏
は
著
し
い
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
移
動
を
襲
見
し
、
見
事
に

其
の
大
き
さ
を
測
り
得
た
。

　
此
の
結
果
は
一
九
二
三
年
中
に
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
ガ
、
一
九
二
四

年
七
月
に
至
っ
て
，
天
下
物
理
學
雑
誌
（
塗
ぎ
讐
琶
。
知
こ
8
日
p
一
）
に
畿
表

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
，
そ
れ
に
見
れ
ば
．
琴
座
べ
星
の
自
民
に
よ
る

東
西
痢
端
の
速
度
差
は
秒
漣
二
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
又
、
ア

ル
ゴ
ー
ル
星
に
つ
い
て
は
其
れ
が
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ミ
報
ぜ
ら
れ

て
る
る
。
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｛

　
勿
論
、
爾
氏
の
や
っ
た
方
法
は
其
の
ま
、
一
般
の
恒
星
に
當
て
は
ま

る
の
で
な
く
、
只
。
特
に
ア
ル
ゴ
ー
ル
式
の
蝕
漫
星
に
の
み
慮
用
さ
れ

る
の
で
、
ミ
に
か
く
、
右
の
如
く
に
し
て
、
恒
星
の
自
轄
が
立
派
に
嚢

見
さ
れ
、
合
理
的
に
測
定
さ
れ
た
こ
ミ
は
墨
界
の
恵
め
喜
ぶ
べ
き
事
－
こ

「一
齒ﾑ

ﾍ
ね
ば
な
ρ
り
な
」
い
。
　
（
｝
九
二
四
、
　
十
｝
、
　
十
四
。
　
パ
リ
に
て
、
）

　
　
　
　
　
㊧
第
二
回
天
文
綱
盟
総
會
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
い
が
く
ま
ち

　
今
一
九
二
五
年
の
夏
朝
に
は
英
國
の
大
土
市
ケ
ン
ブ
ー
ー
ヂ
に
於
い
て
、

世
界
天
文
同
盟
（
剛
b
8
ヨ
鎮
二
二
｝
。
・
汀
。
き
白
8
鑑
q
臣
8
）
の
第
二
騒
総
會
が

開
か
れ
る
筈
で
，
各
國
の
天
文
界
は
其
れ
に
出
席
す
る
代
表
員
の
撰
定

や
、
嚢
議
案
な
，
こ
の
準
備
を
し
て
み
る
。
開
く
所
に
よ
れ
ば
、
我
が
日

本
か
ら
軍
自
信
、
長
岡
牛
太
郎
爾
博
士
が
代
表
坐
ぐ
｝
し
て
近
々
出
叢
せ

ら
れ
る
由
で
あ
る
が
、
筒
，
松
隈
，
萩
原
胸
理
學
士
も
，
文
部
省
在
外

研
究
員
，
こ
し
て
目
下
歓
洲
に
滞
在
し
て
ゐ
ら
れ
る
か
ら
、
右
の
総
會
に

出
席
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
⑳
京
増
大
學
天
文
壷
の
纏
う
し

　
京
都
大
學
天
文
毫
の
二
棟
の
新
築
館
が
出
來
上
っ
た
の
で
、
愈
々
來

る
五
月
一
日
に
は
落
成
式
を
其
の
新
館
内
に
於
い
て
摩
げ
、
學
内
の
關

回
忌
人
士
を
招
い
て
悪
露
す
る
こ
ミ
書
な
っ
た
。
織
、
又
、
同
三
日
（
日

曜
）
に
は
午
後
二
時
か
ら
新
築
記
念
の
大
講
演
會
を
法
學
部
の
講
堂
で

開
き
、
新
城
、
幽
本
爾
教
授
が
其
の
講
壇
に
立
た
れ
る
筈
。

　
　
　
マ
ー
　
ズ
　
　
　
　
、
　
　
勤
　
　
、
　
　
、

　
　
　
火
星
の
い
乾
づ
ら
（
詩
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C
κ
　
マ
ク
ジ
ア
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

月
見
懸
し
乗
遊
星
が

　
　
或
ろ
晩
［
チ
ョ
イ
ビ
ば
か
り
、
御
願
ひ
が
あ
る
の
で
す
が
、

　
　
　
只
「
度
、
貴
女
の
頬
に
キ
ス
奉
さ
ゼ
て
下
さ
い
ま
ぜ
ん
か
？

　
　
　
　
　
言
葉
や
さ
し
く
申
し
呂
力
O

月
ば
、
怒
っ
糞
ら
し
く
、
答
へ
て
、
［
何
ん
で
す
っ
て
h

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
て
ズ

　
　
び
っ
く
り
し
て
よ
。
火
屋
さ
ん
貴
方
そ
ん
な
事
青
っ
て
、
恥
か
し
く
な

　
　
　
い
の
？
し
か
し
、
ー
ー
マ
ア
好
い
フ
ヨ
！
御
心
に
從
ひ
ま
ぜ
う
、

　
　
　
　
　
暗
く
ヴ
＼
星
様
力
ち
に
も
見
え
な
い
で
煙
う
か
ら
Q
」

月
ほ
、
赤
ら
顔
の
火
星
に
銀
光
の
微
笑
か
途
っ
て
、

　
　
幾
マ
イ
助
も
点
く
ま
で
彼
れ
の
軌
道
布
照
し
れ
Q

　
　
　
火
星
ぱ
、
そ
こ
で
、
静
か
に
近
づ
い
て
、
や
さ
し
く
抱
春
し
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ち

　
　
　
　
　
今
ま
で
度
々
夢
み
カ
ま
ん
圓
い
頬
に
接
吻
し
六
。

月
ば
嚇
か
し
そ
う
に
、
あ
糞
り
一
見
廻
し
☆
o
「
ア
ラ
ー
火
星
は
何
所
（
、
？
」

　
　
彼
れ
に
見
え
な
い
。
「
星
様
糞
ち
た
呼
ば
う
か
し
ら
？

　
　
　
彼
等
の
助
け
存
乞
ふ
か
、
又
ば
，
夜
明
ま
で
待
査
う
か
？

　
　
　
　
　
星
に
頼
め
ば
野
人
の
在
り
か
が
知
れ
う
か
し
れ
な
い
」

月
ば
夜
幽
明
謹
り
ま
で
待
つ
定
し
て
、
騨
な
一
数
へ
れ
が
r
、

　
　
深
入
の
房
な
い
一
分
間
ば
一
時
間
に
も
等
し
か
つ
表
Q

　
　
　
す
る
亡
、
全
く
突
然
、
此
の
い
六
づ
ら
者
が
、

　
　
　
　
　
左
に
溜
え
二
者
が
、
右
に
現
降
れ
て
輝
い
て
み
ろ
”
」

「
ナ
ヤ
、
何
う
し
瘡
の
？
」
ビ
小
さ
な
聲
で
言
っ
た
の
に
、
其
を
き
い
て
、

　
　
雲
の
後
ろ
に
陰
れ
て
ゐ
穴
星
雲
が
驚
い
て
、

　
　
　
覗
き
崩
し
カ
Q
彼
等
ば
何
を
見
索
の
か
知
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
眼
に
今
も
欝
チ
ラ
ぐ
一
ち
ら
つ
い
て
み
ろ
。

一
九


